
早稲田大学人間総合研究センターシンポジウム

認知症ケア向上のための支援者の支援

スウェーデンにおける介護職員研修センターの取り組み

リンショ―ピン市では、認知症ケアを支援する研修センターを作っています。介護職員が対応

できないような認知症の行動・心理症状に対して、症状を測定し、対応方法を提案します。また、

豊かな文化のなかで高齢者がケアを受けられるように、カルチャーセンターを整備し、市内の介

護施設に音楽家の派遣や回想法の道具の貸し出しを行っています。

スウェーデンの経験を聞きながら、所沢市における認知症ケアネットワークにつ

いて考えたいと思います。

日時：2018 年 3 月 5 日（月）18：00－20：00

場所：所沢市こどもと福祉の未来館 多目的室１・２号

講師：エルスマリー・アンベッケン Els-Marie Anbäcken

（マラーダレン大学准教授）

カースティン・アンビック Kerstin Angvik

（リンショ―ピン市 認知症ケア開発者）

加瀬 裕子 （早稲田大学 人間科学学術院教授）

言語：日本語（スウェーデン語には通訳があります）

申し込み： 所沢市社会福祉協議会 地域福祉推進課まで電話及びファックスにて申し込みください。

電話番号 ０４－２９２５－００４１ ＦＡⅩ ０４－２９２５－３４１９ まで

※ＦＡⅩでの申し込みについては、参加者氏名・所属法人・連絡先を記載の上送付してく

ださい。 申し込み締め切り日 平成３０年２月２８日（水）まで

主催：早稲田大学人間総合研究センター 共催：所沢市社会福祉協議会

Els-Marie Anbäcken 准教授は、2014 年以降、Mälardalen 大学で高齢者の

ケアに焦点を当てて研究を行なっている。2006 年から 5 年間に渡って、コ

ーディネーターとして、日本とスウェーデンの老化とケアに関する研究を

行なっていた。 2008 年に関西学院大学人間福祉学部の専任教授として日

本に移り、4 年間に渡り老年学、生活終末期ケア、国際社会福祉の教育と

研究を行なってきた。

Kerstin Angvik 氏は Linköping 自治体の認知症ケア開発者であり、高齢者の

ケア、特に認知症ケアの豊富な経験を持っている。Linköping の認知症ケ

アを向上するために、ラーニングセンターで 10 年間に渡って働いてき

た。 Kerstin は、重度の BPSD（認知症による行動心理症状）を有する

人々を対象としたモバイル認知症チームでも働いている。
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